「箕踞」の変遷　―人物描写から詩語へ― by 河野 哲宏
「箕踞」の変遷（河野）

二五五
「箕踞」の変遷
 
　―
　人物描写から詩語へ
　―
　
河
　　
野
　　
哲
　　
宏
はじめに
　「箕踞」という「竹林七賢」の阮籍、嵆康が行ったとされる行為がある。
阮步兵嘯，聞數百步。蘇門山中，忽有真人，樵伐者咸共傳說。阮籍往觀，見其人擁膝巖側。籍登嶺就之，箕踞相對。 （ 『世説新語』 「棲逸第十八」
（
1）
【阮歩兵（籍）が長嘯すると、数百歩離れていても聞こえた。蘇門山の中に、突然真人が現れ、樵たちは皆その話を伝えあった。阮籍が行って見てみると、その は膝を抱えて岩の傍にいた。阮籍は峰に登って、
「箕踞」
して向かい合った。 】
二五六
阮步兵喪母，裴令公往弔之。阮方醉，散髮坐床，箕踞不哭。裴至，下席於地，哭弔喭畢，便去。 （ 『世説新語』「任誕第二十三」 ）【阮歩兵（籍）が母親を失ったとき、裴令公（楷）は弔問に行った。阮籍はそのとき酔っぱらっており、髪を乱したまま牀に座り、
「箕踞」したままで哭泣の礼を行わなかった。裴楷は到着すると、地面に筵を敷き、哭泣の
礼を行い弔辞を述べると、そのまま立ち去った。 】晉文王功德盛大，坐席嚴敬，擬於王者。唯阮籍在坐，箕踞嘯歌，酣放自若。 （ 『世說新語』 「簡傲第二十四」 ）【晋の文王は功績や徳が立派であったため、その宴席は威厳に満ちており、王者と変わらぬようであった。ただ阮籍だけは同席して ても、
「箕踞」したまま長嘯し、酒に酔っ払って平然としていた。 】
鍾會為大將軍兄弟所暱，聞康名而造焉。 （中略）康方箕踞而鍛，會至不為之禮，會深銜之。後因呂安事，而遂譖康焉。 （ 『世説新語』 「簡傲第二十四」注引『魏氏春秋』 ）【鍾會は大将軍の兄弟（司馬師・昭）と親しく、嵆康の名を聞き訪ねていった。 （中略）嵆康はちょうど「箕踞」して鍛冶をしており、鍾會が近付い も礼儀に適った行為をせず、鍾會はこれを恨みに思った。後に呂安の事件によって、嵆康を讒言した。 】
　
また、 「竹林七賢」の一人、劉伶は「酒徳頌」の中で、大人先生を「箕踞」を用いて描写している。
先生於是方捧甖承槽，銜杯漱醪，奮髯箕踞，枕麴藉糟，無思無慮，其樂陶陶
（
2）。
【大人先生はそのとき酒甕を抱えて枡に酒を継ぎ、杯を口にして濁酒を口に流し込み、髭をひねりながら「箕踞」し、麴を枕に酒糟を布団として横になり、何事も気にせず、楽しげであった。 】
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この「箕踞」という行為は、そのコンテクストにおいて、許容されているようにも見えるが、次のように、常に批
判する人物があったことが知られている。前掲『世説新語』 「任誕第二十三」の後段に、次のようにある。
或問裴： 「凡弔，主人哭，客乃為禮。阮既不哭，君何為哭？」裴曰： 「阮方外之人，故不崇禮制；我輩俗中人，故以儀軌自居。 」時人歎為兩得其中。【ある人が裴楷に尋ねた。 「弔問のときには、主人が哭し、客が答礼するものです。阮籍は哭しなかったのに、あなたはどうして哭したのか」と。裴楷は次のように答えた。 「阮籍は方外の人だから、礼の定めに従わない。私たちは俗中の人だから、礼の定めのうちに身を置くのです」と。当時の人々は両者とももっともだと感嘆した。 】
　
ここで直接批判の対象とされているのは、哭礼をしないという点であるが、当然「箕踞」したままの行為も含まれ
ていると見なして良いだろう。一方で、彼らを「方外の士」とし 許容する態度を有する人々がいたことも読み取れる。　
しかし、よく知られるように、この「箕踞」に関連した言及が為された、現存す 限り最古の文献である『礼記』
「曲礼」篇
（
3）では、次のように触れられている。
遊毋倨，立毋跛，坐毋箕，寢毋伏。【歩行するのに肩を聳やかしてはならず、片足で立ってはならず、座るのに足を「箕」の形にしてはならず、うつぶせに寝てはならない。 】
　
ここでは、座る際に、足が「箕」の形になるように座ってはいけな と禁止されて る。つまり、 「箕踞」という
二五八
行為は、 「礼」に悖る行為と認められている。　
さらに、阮籍ら三人に与えられる属性と「箕踞」とを考え合わせれば、 『荘子』の次の故事が連想される。
莊子妻死，惠子弔之，莊子則方箕踞鼓盆而歌。惠子曰： 「與人居，長子老身，死不哭亦足矣，又鼓盆而歌，不亦甚乎！」莊子曰： 「不然。是其始死也，我獨何能無概然！察其始而本無生，非徒無生也而本無形，非徒無形也而本無氣。雜乎芒芴之間，變而有氣，氣變而有形，形變而有生，今又變而之死，是相與為春秋冬夏四時行也。人且偃然寢於巨室，而我噭噭然随而哭之，自以為不通乎命，故止也。 」 （ 『莊子』 「至樂第十八」
（
4）
【荘子の妻が死に、恵子が弔問に行くと、荘子はちょうど「箕踞」して盆をたたいて歌っていた。恵子は言った。 「奥さんと長い間一緒に過ごし、子供を育て歳をとり、死んでしまったのに哭しないどころか、盆をたたいて歌うというのは、ひどすぎるのではないか。 」荘子は答えた。 「そうではない。死んだばかりのときは、私もその死を嘆いていたのだ。しかしその始まりを考えればそもそも生命はなかった、生命がないだけでなく形さえなかった、形がな だけでなく気 らなかった。分けることのできない空間に混じっていたものが、変じて気 なり、気が変じて形 なり、形が変じて生命とな 、今また変じて死に帰したのであって、春夏秋冬の四時が巡るのと同じな だ。人が天地 間でゆったりと休んでいるのに、私が騒がしく哭したら、自然の理 通じ と思い、やめたのだ」と。 】
　
ここでは、 「箕踞」を含めた様子の態度が恵子によって批判されており、それに対する荘子の反論は、先に見た阮
籍、嵆康、劉伶などが許容される論拠の一つとして考えられていたと想像できる。　
そもそも、 「箕踞」とは、どのような行為なのか。
　
先行研究
（
5）によれば、諸氏の説明に差異は見られるものの大筋では、 「箕踞」とは、人が臀部を地に着け、足を前
方に伸ばし、膝を曲げる座り方と説明 。このように、 「箕踞」という行為は説明が為されているが、拙稿で
「箕踞」の変遷（河野）

二五九
は、この「箕踞」が正確にどのような行為を示しているかは、ひとまず措き、抽象化したレベルで考察を進める。　
後述するように、この「箕踞」という行為は、 『史記』などの史書での人物描写にしばしば見られるが、漢代や六
朝の詩においては、詩語として「箕踞」が用いられていな 。　
唐詩では、隠者や隠遁を願う人物（詩人本人）を描くのに、 「箕踞」が用いられることがある。 『礼記』では、 「箕
踞」が「礼に悖る」行為であることしか示してい ことから、このような唐詩での使用例がどのような背景を持って用いられているのか、という疑問 生じる。拙稿では、この点に考察を加えたい。　
拙稿の構成は、まず、 「箕踞」 用いた人物描写から、 「箕踞」を用いる際 「中華」／「蛮夷」という認識を読み
取り、次に、その 中華」の内部におけ 「礼」／「非礼」と う認識を読み取る。その上 、 「非礼」であるはずの「箕踞」が、 「礼」／「非礼 う対立を前提とした表現として用いられる、その用いられ方と詩語として「箕踞」の考察へと進む。
第一章
　「箕踞」から読み取れる認識
　
本章では、 「箕踞」を用いた人物描写から読み取れる認識を見ていく。 「箕踞」を用いた人物描写としてよく見られ
るものは、大別して「蛮夷」を描いたも と わゆ 「アウトサイダー
（
6）」を描いたものの二つがある。以下、節
を分け、二つの場合に見られる認識を確認する。第一節
　「中華」／「蛮夷」
　
本節では、 「蛮夷」の人々の描写に見られる、 「中華」／「蛮夷」という認識を確認する。
　
まずは、 『晋書』 「四夷傳
（
7）」の肅慎氏の風習を描く部分を挙げる。
二六〇
肅慎氏一名挹婁，在不咸山北，去夫餘可六十日行。 （中略）坐則箕踞，以足挾肉而啖之，得凍肉，坐其上令暖。【肅慎氏は一名を挹婁と言い、不咸山の北におり、夫余から六十日の行程である。 （中略）座るときは「箕踞」し、足で肉を挟んで食べ、凍った肉の場合、その上に座って暖める。 】
　
ここでは、ツングース系民族とされる肅慎氏の風習として「箕踞」が挙げられている。
　
次に挙げるのは、 『晋書』 「李特載記」である。
特随流人將入于蜀，至劍閣，箕踞太息，顧眄險阻曰：……【李特は流浪する人々に従い蜀に入り、剣閣に至ると、
「箕踞」しながらため息をついて、その険阻な様を眺めて
言った。……】
　
李特は、 「李特字玄休，巴西宕渠人，其先廩君之苗裔也（李特は字を玄休といい、巴西宕渠の人であり、廩君の末
裔である） 」 （ 『晋書』 「李特載記」 ）とされ、後に成漢の祖となる。 「廩君」については、 『後漢書』 「南蠻傳」に記されており、巴郡の南郡蛮の長となった人物と説明されている
（
8）。地理的な面から言えば、 「中華」の周辺にいる「蛮
夷」ではなく、 「中華」 内部にいる「蛮夷」であり、 「蛮夷」の風習として「箕踞」が用いられ いることが読み取れる。　
次に挙げるのは、陸嚮「石闕銘」の部分である。
穿胸露頂之豪，箕坐椎髻之長，莫不援旗請奮，執銳爭先。【 （梁の武帝が兵を挙げると）胸をはだけ頭頂部を露出している酋長も、
「箕踞」する椎型の髻をした
酋
長も、旗
を立てて戦いたいと請い、武器を手にして先陣を争わないものはいなかった。 】
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この部分では、梁の武帝の旗揚げに「蛮夷」の人々も挙って参加したことによって、武帝の徳を称えているが、そ
の「蛮夷」の人々を示すものの一つに「箕踞」が用いられている。　
以上、 「蛮夷」の人々を「箕踞」を用いて描写した例を三つ挙げた。他に、純然たる「蛮夷」ではない、 「中華」に
生を受けたが、 「蛮夷」の地に行き、その地の風習に染まってしまった人物に対して「箕踞」を用いる例がある。 『史記』 「酈生陸賈列傳」に見られる である。
及高祖時，中國初定，尉他平南越，因王之。高祖使陸賈賜尉他印為南越王。陸生至，尉他魋結箕倨見陸生。【高祖の時に及び、中国は初めて定まり、尉他は南越を平定し、その地に王となった。高祖は陸賈を使いとして尉他に印を賜い南越王としようとした。陸生（陸賈）がその地に到着すると、尉他は椎形に結んだ髻で「箕踞」したまま陸賈と面会した。 】
　
これは、中国を平定した漢の高祖の使いである陸賈と、南越を平定した尉他（趙他）との面会の場面である。この
会見では、漢に対立しようとする尉他を、陸賈が説き伏せ、帰順させることに成功するが、陸賈の説得を聞き、改心した尉他は次のような行為をとる。
於是尉他迺蹶然起坐，謝陸生曰： 「居蠻夷中久，殊失禮義。 」【そこで尉他は驚いて座りなおり、陸生に謝って言った。 「長らく蛮夷の中にいたせいで、非常に礼儀を失しました」と。 】
　
このような尉他の行為から考えると、この故事で尉他を描写するのに用いられる「箕踞」は、 「礼に悖る」行為で
二六二
あり、 「蛮夷」に長く居たことによって、礼義を失したと言うことから、 「礼」によって道徳化された「中華」と「礼」によって道徳化されていない「蛮夷」という認識が読み取れる。　
前掲の陸賈と尉他の故事では、 「箕踞」は「魋結（椎形に結んだ髻） 」とともに、蛮夷の風俗として描かれていた。
このように、 「箕踞」を「蛮夷」の風習とする認識は、次に挙げる『論衡』 「譴告第四十二
（
9）」の同故事を引いた部
分にも見られる。
蘇武入匈奴，終不左袵；趙他入南越，箕踞椎髻。【蘇武は匈奴の地に入っても、匈奴の服装をしなかったが、尉他（趙他）は南越の地に入ると、
「箕踞」して椎形
に結んだ髻となった。 】
　
王充は続く部分で、次のように、 「中華」の人物が「蛮夷」の風俗に染まることが非難されていたことも記してい
る。
漢朝称蘇武，而毀趙他之性，習越土氣，畔冠帶之制。陸賈說之，夏服雅禮，風告以義，趙他覺悟，運心嚮內。【漢朝の人々は蘇武を称え、趙他の性情を悪く言うのは、越 地の気風に馴染み、中華の冠帯の制度に背いたからだ。陸賈が、中華の服装と礼節を説き、道理をそれとなく告げると、趙他は直ぐ過ちを悟り、翻意して漢朝に向かった。 】
　
ここでは、正反対の行動をとった蘇武と尉他を例として、 「中華」の道徳化された人間が「蛮夷」の地の風習に染
まることが、いかに当時の人々に悪く言われたかを言う。その漢代の人々に悪く言われた「蛮夷」の風習の一つとして挙げられているのが、 「箕踞」である。
「箕踞」の変遷（河野）

二六三
　
また、この故事に始まるということではないが、この故事には、 「箕踞」にまつわる一つの話型が見られる。 「箕
踞」する人物が、説得など何らかの機能によって、その行為を改めるという形式である。尉他の故事を用いて具体的に言えば、 「箕踞」する尉他が、陸賈の説得によって、その行為を改め、 「中華」に復帰する、という流れである。　
この話型は、次節に見る「礼／非礼」という認識が読み取れる例でも用いられており、それらを確認した上で、も
う一度触れることとする。　
以上に見てきた例から以下のことが読み取れる。
　
まず、 「蛮夷」に対する「中華」の優越を示す一つの要因として、 「礼」ということが考えられる。 まり、 「中華」
と「蛮夷」を分ける重要な基準 して「礼」というものが設定されていたということである。　
次節では、その「中華」の内部にいる人物の描写に「箕踞」が用いられたものを「礼」／「非礼」という区分で扱
うが、本節で扱った「蛮夷」に対する人物描写も、同じように「礼」／「非礼」 して分けられ だろう。　
しかし、 「中華」の人々からすれば、 箕踞 する「蛮夷」の人々は、元来、 「礼」を知らない人々であり、 「礼」に
よって道徳化されていないことから、野蛮な 々と考えられている であり、 「中華」の内部において、 「礼」によって道徳化されているはずの人間が「箕踞」するの は異なる。王充『論衡』にて、 「中華」に生を受け、 「礼」によって道徳化された尉他（趙他）が、 の地へ行くと、 「中華」の風俗を捨てたことが批判されていたことが示すように、 「礼」によっ 道徳化されていたはずの人間が「箕踞」したこ が、問題なのである。採用される基準は、同じく「礼」ではあるものの、その「礼」を知っていたかどうか、という観点から見れば、 「中華」／「蛮夷」という認識と「礼」／「非礼」という認識は、 「礼」という大きな一つのカテゴリーの中で 二つ 段階的な認識として区別されるべきものだろう。
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第二節
　「礼」／「非礼」
　
前章では、 「蛮夷」の人々を描写した際の「箕踞」の用いられ方から、 「中華」／「蛮夷」という対立を読み取り、
「箕踞」が「礼」に悖る悪しき行為として用いられている様を見た。　
しかし、 「中華」の内部でも「箕踞」を用いて描かれた人々がいる。それらの人物は、アウトサイダーとして括る
ことができる。次にこれらの人々を描いた例を挙げ、そこから読み取れる「礼」／「非礼」という認識を確認したい。　
まずは、漢の高祖の「箕踞」である。 『史記』 「張耳陳餘列傳第二十九」を挙げる。
漢七年，高祖從平城過趙，趙王朝夕袒韝蔽，自上食，禮甚卑，有子婿禮。高祖箕踞詈，甚慢易之。趙相貫高、趙午等年六十餘，故張耳客也。生平為氣，乃怒曰： 「吾王孱王也！」說王曰： 「夫天下豪桀並起，能者先立。今王事高祖甚恭，而高祖無禮，請為王殺之！」【漢の七年、高祖が平城から趙に立ち寄ると、趙王は朝夕肌脱ぎになって腕貫きや前掛けをつけ、自ら高祖に食事を奉り、非常にへりくだって、女婿としての礼を尽くした。高祖は「箕踞 したまま趙王をののしり、はなはだ侮った。趙の宰相であった貫高、趙午らは齢六十余で、以前は張耳の客人であった。普段から意気を重んじており、 「わが王は軟弱な王だ」と怒り、趙 に説いた。 「そもそも天下の豪傑が並び起こり、能力 ある者が先に王となったのです。今わが王は に非常に恭しく仕えているのに、高祖は無礼です。王の めに 殺してしまいましょう。 」 】
　
皇帝をアウトサイダーとして捉えるのは、一般的ではないが、高祖 場合、その出自や、儒者を非常に憎んだと
う故事が伝わるように、 「礼」に従わなかった人物として、ひとまずアウトサイダーと捉えられるだろう。　
礼を尽くす趙王に対する「箕踞」という高祖の行為は、貫高、趙午らによって、 「無礼」な行為とし 糾弾されて
いる。 「礼」には「礼」をもって応えるべき場面で、高祖は「無礼」な行為で応えたのだから、 「礼」が内面化された
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人々からすれば、許しがたい行為であり、貫高、趙午らが皇帝である高祖を殺してしまおう、と趙王に説くまで至ったのだろう。　
次に、 『史記』 「刺客列傳」の刺客・荊軻の故事を挙げる。場面は、地図に隠した匕首による荊軻の第一撃が秦王に
かわされ、剣が長くて上手く抜けず逃げ回っていた秦王が 左右の者の助言によって剣を背負って抜き 反撃に出る場面である。
負劍，遂拔以擊荊軻，斷其左股。荊軻廢，乃引其匕首以擿秦王，不中，中桐柱。秦王復擊軻，軻被八創。軻自知事不就，倚柱而笑，箕踞以罵曰：……【秦王は剣を背負い、そのまま剣を抜き放って荊軻に打ちかかり、その左股を断ち切った。荊軻は倒れ、匕首を引き抜き秦王に投げつけたが、当たらず、桐の柱に当たった。秦王はまた荊軻に打ちかかり、荊軻は八か所傷を負った。荊軻は暗殺が上手くいかないことを悟り、柱に凭れて笑い、
「箕踞」したままののしった。……】
　
荊軻が「箕踞」するのは、自らの死期を悟ったときである。左股をはじめ八か所の傷を負っているのであるから、
きちんと座ることはできなかっただろうが、その点は問題ではない。重要なのは、王を前にして、死期を悟った荊軻が、慌てふためく なく、自らを笑い、秦王をの しる様の姿勢描写に「箕踞」が用 られていることである。元々、刺客という社会の枠組みの外部で、物事を処理しよ とする人物ではあるが、暗殺の失敗 よ 死を前に、すでに当時の社会の枠組みである「礼」に拘る必要がなくなったことも、 「箕踞」が用いられる要因の一つだろう。　
荊軻の故事は、漢の高祖の故事と同様に「箕踞」によって「傲慢」を示していると見ることができるが、 「傲慢」
を、 「礼」を踏み越える行為の一つと考えれば、 「礼」／「非礼」という認識に収まるだろう。　「傲慢」な人物が「箕踞」するものとして、次のような例もある。 『三国志』 「蜀志」 「許麋孫簡伊秦傳第八」に見られる簡雍の故事である。
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簡雍字憲和，涿郡人也。少與先主有舊，随從周旋。 （中略）優游風議，性簡傲跌宕，在先主坐席，猶箕踞傾倚，威儀不肅，自縱適……【簡雍は字を憲和といい、涿郡の人である。若い頃から先主（劉備）と馴染みであり、つき従って各地を転々とした。 （中略）のびのびとした様子で諷刺し、性格は傲慢で無頓着な面があり、先主が居る席でも、なお「箕踞」して脇息にもたれかかり、だら ない様子で、思うままに振る舞った……】
　
若い頃から劉備と馴染みであったからこそ、劉備の居る席で「箕踞」して許されているのであり、劉備が「礼」と
いう枠組み以上に、親密さを大事にしていたことが読み取れる。　
次に、 『漢書』 「游俠傳第六十二」の郭解の故事を挙げる。
解出，人皆避，有一人獨箕踞視之。解問其姓名 客欲殺之 解曰： 「居邑屋不見敬，是吾德不脩也，彼何罪！」乃陰請尉史曰： 「是人吾所重，至踐更時脫之。 」每至直更，數過，吏弗求。怪之，問其故，解使脫之。箕踞者乃肉袒謝罪。少年聞之，愈益慕解之行。【郭解が外出すると、人々は皆道を譲ったのに、ある男は一人だけ「箕踞」しながら郭解を見ていた。郭解がその男の姓名を問うと、郭解の食客が男を殺そうとした。郭解は「田舎にいて尊敬されないのは、自分の徳が足りないためで、彼に何の罪があるだろう」と言い、ひそかに尉 属官に、 「あの男は私にとって大切な人間だから、夫役を免除してやって欲しい」と頼んだ。その後、その男が徴発の対象となる度に 何度も彼の前を通りながら、役人は徴発しようとはしなかった。その はこれをいぶ しんで、理由を尋ねると 郭解のおかげであることがわかった。
「箕踞」していた者はすぐに肌脱ぎして謝罪した。若者たちはこの話を聞き、ますます郭解の
行いを慕った。 】
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この故事からは、前節で見た陸賈と尉他の故事と同じ話型を読み取ることができる。
　
これを郭解の故事に当てはめれば、 「中華」レベルから「蛮夷」レベルへ移行したある男が、郭解による配慮によ
って「箕踞」を止め、 「中華」へと復帰する、ということになる。ここで言う「移行」とは、先に見た尉他のように、地理的な移動もともなう可能性はあるが、基本的には、自身を律する枠組みの選択のことである。つまり、 「礼」というものを自身の行動理念として認めるならば、 「中華」であり、そうでないなら、 「蛮夷」となる。　「ある男」がその後、どのような人生を歩んだかはわからないが、自身の無礼を認め謝罪することは、 「中華」 （の枠組み）への復帰と捉えることができる。　次の『後漢書』 「章帝八王傳第四十五」の河間恵王政の故事でも、同構造が見られる。
開立四十二年薨，子惠王政嗣。政傲佷，不奉法憲。順帝以侍御史吳郡沈景有彊能称，故擢為河閒相。景到國謁王，王不正服，箕踞殿上。侍郎贊拜，景峙不為禮。問王所在，虎賁曰： 「是非王邪？」景曰： 「王不服，常人何別！今相謁王，豈謁無禮者邪！」王慚而更服，景然後拜。【 （河間孝王）開が着位四十二年で没すると、子の恵王政が後を継いだ。政は傲慢で法令を奉じなかった。順帝は侍御史であった呉郡の沈景が辣腕と称されていたので、抜擢して河間国の相とした。沈景が国に着き王に謁見すると、王は衣服の乱れも正さず、 で「箕踞」していた。侍郎が拝礼の声掛けをしたが、沈景は立ったまま礼を示さず、王がどこにいるか尋ねた。衛士は「こちらにいらっしゃるのが王ではないか」と答えると、沈景は言った。 「王は らしい威儀が無ければ 普通の人々と何の違 があるのか。今（私は）相として王に謁見しにきたのであり、無礼者に謁見しにきたのではない。 と。王は恥じて衣服を正し、沈景 その後で拝謁した。 】
　「礼」に従わなかった恵王政が、沈景の説得によって自身の行いを恥じ、 「礼」に従う。この故事を、先に挙げた構
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造に当てはめれば、 「蛮夷」レベルへと移行した恵王政が沈景による説得によって「箕踞」を止め、 「中華」レベルへと復帰した、となる。　
この話型にとって重要なのは、 「機能」であり、故事の焦点が「機能」 （を担当する人物）にある。その「機能」が
より顕著に示されるた には 機能 によって現れる変化も顕著であるべきだろう。それが「箕踞」に示される「非礼」から「礼」への復帰であり、それはまた、 「箕踞」という行為を人前ですることに対する、当時の人々の衝撃度を物語っていると考えられる。　
次に、皇甫謐『高士傳
（
10）』の隠者・厳光の故事を挙げる。
嚴光字子陵，會稽餘姚人也。 （中略）司徒霸與光素舊，欲屈光到霸所語言，遣使西曹屬侯子道奉書，光不起，於床上箕踞，抱膝發書，讀訖，問子道曰：……【厳光は字を子陵といい、会稽余姚の人である。 （中略）使徒の侯覇は厳光と旧知の仲であり、厳光を自分のところに来させて話をしようと思い、西曹属の侯子道に手紙を持って行かせたが、厳光は立ち上がらず、牀の上に「箕踞」したままで、膝を抱えて手紙を開き、読み終えると、侯子道に言った。……】
　
本来、高官からの使者が来れば、それなりの「礼」をも 応対する ずであるが、隠者である厳光は、世俗を離
れた人物であるから、 「礼」という枠組みに収まらず、 「箕踞」したままで手紙を受け取り、読み、受け答えしている。先に挙げた「箕踞」という行為に見られた「傲慢」さとは異なり、隠者を描く場合、何者にも囚われないという「崇高」さを示していると考えられる。　
次の例は、厳光の故事と同様に皇甫謐『高士傳』に見られるものだが、 「箕踞」しなかったことに言及している。
管寧字幼安，北海朱虛人也。 （中略）常坐一木榻上 積五十五年，未嘗箕踞榻上，當膝皆穿。
「箕踞」の変遷（河野）

二六九
【管寧は字を幼安といい、北海の朱虚の人である。 （中略）いつも木製の榻に座り、五十五年を経ても、まだ榻の上で「箕踞」したことはなく、服はみな膝の部分が破れていた。 】
　
この故事では、管寧は五十五年間、 「箕踞」しなかったとされている。それは、管寧の礼儀正しさを示しており、
ここからも、 「箕踞」を用いる際の「礼」／「非礼」という認識が読み取れる。　
以上、 「中華」の内部における「箕踞」を用いた人物描写から、以下のことがわかる。
　「箕踞」を用いて描かれる人物は、刺客や隠者、無法なふるまいをする皇帝といった、アウトサイダーとされる人々であり、 「箕踞」という「礼 に反す 行為を行っていることが示されている。　「箕踞」という行為がしばしば記録されるのは、その行為がいかに当時の人々に衝撃を与えたか、というこ を物語っているだろう。 「礼」が支配する当時の社会規範の内部で、わざとその枠組みからはみ出して見せたことが、人々の注目を集めたと考えられる。　「中華」の内部においては、 「箕踞」を用いた描写から 「礼」／「非礼」という認識が読み取れる。 「箕踞」から読み取れる「中華」／「蛮夷」という認識は 礼」を「知っている」／「知らない 対立であり、 「中華」の内部に目を移せば、それは、 「 『礼』を順守する」／「 『礼』を知っているはずであるが『礼』に従わない」という対立となる。 「礼」に悖る行為をすることが、注目され、記されることから、かえ 当時の人々にとっ どれほど「礼」が重要なものであったか、また どれほど 礼」が内面化されていたかがわかるだろう。　しかし、このような内面化されているはずの「礼」に従わない 悪しき行為とされる が、善きこ とし
描かれているように見え 場合があ 。その一例として、唐詩に見ら 「箕踞」を次章で見ること する。
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第二章
　
唐詩に見える「箕踞」
　
前章では、 「箕踞」の使用に見える、 「礼」という枠組み内における、 「中華」／「蛮夷」 、 「礼」／「非礼」という
段階的な認識を確認した。本章では、唐詩
（
11）に見える「箕踞」を確認していく。前章で見たような史書や史書的な
性質を持つジャンルは、基本的には実際に有った出来事を記すというスタンスで書かれており、記述者が踏み込んで評価を下す場合以外、その記述は中立的なものであるはずである。しかし、詩というジャンルでは 「言志」の伝統が示すように、詩作者自身の評価を多分に含んでいる。だが、六朝期の詩において「箕踞」という語が使用される例は見られない。そこで唐代に目を転じれば、 「箕踞」の語を用いた詩は十四首見られ、さらに、 「箕踞」を善きこととして用いているように見えるものが多い。よって、一例として唐代の詩において、 「箕踞」がどのように用いられているのかを確認し、その用い方と前章で見 段階的な認識 の関係を考えたい　「箕踞」を用いた詩の内、一四首中七首が白居易の手になるものである。よって、まず白居易の詩をまとめて扱い、その後、唐代の他の詩人 詩を見ることとする第一節
　
白詩における「箕踞」
　「箕踞」を用いている唐詩十四首 うち、七 が白居易であることから、白居易は他の詩人に比べて、 「箕踞」を好んで用いた、とひとまず考えることができるだろう（当然ながら残っている作品数 違いもあるが） 。また 以下に見ていく白居易の詩は、伝統的に「閑適詩」という区分に含まれるものが多い。本節 は、そ 「閑適」 枠組みの中での「箕踞」の示す意味を考えたい。まずは 「隠遁 願う」というコンテクストでの「箕踞」である。 香鑪峰下に新たに草堂を置き、事に即き詠懷し、石上に題 」の第二十五～二十八句のみ挙げる。
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左手攜一壺， （左手には酒壺を提げ、 ）
　　
右手挈五弦。 （右手には五弦の琴を携る。 ）
　　
傲然意自足， （傲然として思いは自足し、 ）
　　
箕踞於其間。 （酒と琴の間 「箕踞」する。 ）
　
この詩は、酒、琴を側に置き、傲然と「箕踞」して自足している姿を描いている。この詩の第三十四句に「老去今
歸山（老いて今山に帰る） 」とあるところから、隠遁を意識しての作と思われる。この詩に見られる「箕踞」は、「礼」に悖るという意味よりも、自足した精神的な自由を示していると考えられる。　
また、後に触れるように 両者とも、前掲した「箕踞」する人として知られる「竹林七賢」の阮籍・嵆康が好んだ
ものであり、詩作の際に心に描いたイメージに、阮籍・嵆康が含まれていたと考えら　
次に挙げるのも、酒と共に「箕踞」 用いているものである。
　　
「醉ひて平泉
（
12）に遊ぶ」
　　
狂歌箕踞酒尊前， （酒樽の前で「 」しながら思いのまま歌い、 ）
　　
眼不看人面向天。 （他の人には目もくれず顔は天を仰ぐ ）
　　
洛客最閒唯有我， （洛陽に居る人で私より暇な人 などいないだろう、 ）
　　
一年四度到平泉。 （一年に四回もここ平泉に来てるのだか 。 ）
　
この詩では、第二句に「眼不看人面向天。 （他 人 は目もくれず顔は天を仰ぐ。 ） 」とあるように、他の人には目
もくれず思いのまま過ごしている様を「箕踞」を用いて描いている。 「他者」を気にしないということは、本来ならば「箕踞」は人前でしてはならない行為である、ということを示して るが、敢えて人前でしてはならない行為をす
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ることで、精神的な解放感をも示しているのだろう。　
また、 「箕踞」は「老いを嘆く」というコンテクストでも用いられている。 「睡覺」を挙げる。
　　
星河耿耿漏綿綿， （天の川がきらめき水時計の音が絶え間なく聞こえているが、 ）
　　
月闇燈微欲曙天。 （月の光や灯の明りが暗くなり夜がそろそろ明けようとしている。 ）
　　
轉枕頻伸書帳下， （枕を動かして書斎の帳の下でしきりに伸びをし、 ）
　　
披裘箕踞火爐前。 （皮衣を着て炉 前で「箕踞」する。 ）
　　
老眠早覺常殘夜， （老いていつも明け方前に目が覚めて まい、 ）
　　
病力先衰不待年。 （病気で体力がどんどん衰える。 ）
　　
五欲已銷諸念息， （五欲はもう消え去っ 様々な考えを思い起こすことはなく、 ）
　　
世間無境可勾牽。 （世間には心を惹きつける物事もなくなってしまった。 ）
　
この詩では、起き抜けで「箕踞」している。第八句で「世間無境可勾牽。 （世間に心を惹きつける物事もなくなっ
てしまった。 ） 」とあるように、世間からの乖離を述べており、乖離しているからこそ、社会規範である「礼」を順守する必要はない。世間との乖離という点では隠遁に憧れるコンテクストと同じだが、 「隠遁を願う」という行為が能動的であるのに対して、 「老い」による受動的な感慨となっている。　
次の「飽食閒坐」では、 「箕踞」しながら日向ぼっこをしている。第九句～第十六句を挙げる。
　　
捫腹起盥漱， （飽食して膨れた腹を撫でながら嗽をし、 ）
　　
下階振衣裳。 （下の階に降りて衣服の塵を払う。 ）
　　
繞庭行數匝， （少しばかり庭を巡って散歩し、 ）
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卻上簷下床。 （戻ってきて軒下の牀に腰を下ろす。 ）
　　
箕踞擁裘坐， （ 「箕踞」し 皮衣を膝掛けとして座り、 ）
　　
半身在日暘。 （半身を日光に当 て温める。 ）
　　
可憐飽暖味， （この満ち足りて暖かい心持ちは実に良いものだが、 ）
　　
誰肯來同嘗。 （誰も私と共に味わってはくれない
　
この詩では、満ち足りた気持ちでリラックスしている様を、 「箕踞」を用いて描いている。
　
次に挙げるのは、 「江上にて酒に對す二首」其の二である。官吏生活を離れた際の感慨を述べている。詩全体を挙
げる。　　
久貯滄浪意， （長い間隠遁することを思っていたが、 ）
　　
初辭桎梏身。 （今初めて束縛されることの多い官吏の身分を離れることとなった。 ）
　　
昏昏常帶酒， （いつも酒気を帯びて昏々 しており、 ）
　　
默默不應人。 （人と会うことなく黙っている。 ）
　　
坐穩便箕踞， （ゆったりと座って「箕踞」してくつろぎ、 ）
　　
眠多愛欠伸。 （寝てばかり て欠伸ばかりし
　　
客來存禮數， （客が来たときになって礼儀を正そうとし、
　　
始著白綸巾。 （あわてて白い頭巾をかぶる。 ）
　
この詩でも、リラックスした様が「箕踞」を用いて描かれているが、第七、八句に「客來存禮數，始著白綸巾。
（客が来たときになって礼儀を正そうとし、あわてて白い頭巾をかぶる。 ） 」とあるところから、客が来るまでの行為
二七四
（ 「箕踞」 ）は、 「礼」に悖るものだという認識が読み取れる。つまり、 「箕踞」に対する「礼」／「非礼」という認識を持ちながらも、敢えてその価値を転倒させて用いていることがわかる。　
また、同詩其の一では、 「箕踞」は用いられないが、冒頭二句に、次のようにある。
　　
酒助疏頑性， （酒はむらがあり頑な性質を助長し、 ）
　　
琴資緩慢情。 （琴は緩み切った感情を助ける。 ）
　
第一句の「疏頑（むらがあり頑な） 」とは、 「竹林七賢」の一人、嵆康の属性として白居易が頻繁に描くものであ
り、第二句の「琴」は、嵆康、白居易の両者が共に好んだものである。二首連作という構成を考えれば、この二首連作詩では、自身を仮託するのに、念頭に置かれた人物の一人が嵆康であったと考えられる。　
次の「春深に和す二十首」其の十一では、阮籍が念頭に置かれていると考えられる。
　　
何處春深好， （春がすばらしいのはどこだろうか、 ）
　　
春深隱士家。 （それは隠者の家。 ）
　　
野衣裁薜葉， （薜蘿の葉で作った服を着て、 ）
　　
山飯曬松花。 （松の花を晒して食料とする。 ）
　　
蘭索紉幽珮， （蘭で作った帯に帯玉を差 、
　　
蒲輪駐軟車。 （蒲を車輪とした車が停ま てい
　　
林間箕踞坐， （林の間で「箕踞」して座り、 ）
　　
白眼向人斜。 （軽蔑した目つきで俗人を らむ。 ）
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この詩は、隠士の家やその周囲に見られるものを描写し、末尾の二句で、阮籍に関わる語（ 「箕踞」 「白眼」 ）を用
いて、隠士の様子を描いている。　
この連作二十首の詩は、第一句で同じ句で問いを立て、第二句でそれに答え、その主題に沿って後の句が展開され
ていく形式をとる。この其の十一の主題は、 「春の隠士の家」である。このような形式をとっている以上、客観的な描写を行っていると考えられ、詩中に現れる阮籍に自己を仮託しているとは思われないが、 「春の隠士の家」という主題を詠うのに挙げられていることから、隠士としてまず思い浮かぶ人物の一人が阮籍であったことがわかる。そして、その阮籍の行為として「箕踞」が挙げられている。　
次の「秋池にて獨り汎ぶ」でも、阮籍が念頭に置かれていると思われる。五句目から末尾まで挙げる。
　　
皮上有野叟， （皮の敷物の上に一人の田舎老人がおり、 ）
　　
手中持酒卮。 （手には酒の入った杯を持つ。 ）
　　
半酣箕踞坐， （良い気分で「箕踞」して座り、 ）
　　
自問身為誰。 （自分はいったいどんな人間なのかと自問自答している。 ）
　　
嚴子垂釣日， （厳光が釣り糸を垂らした日のように
　　
蘇門長嘯時。 （阮籍が蘇門で長嘯した時のよう 良い心持ちだ。 ）
　　
悠然意自得， （悠然として気持ちは満足し、 ）
　　
意外何人知。 （思いの外は誰が知ることが きるだろうか。 ）
　
この詩では、酒に酔って気持ち良くなったその心持ちを「箕踞 によって示しており、第九句 厳光、第十句に阮
籍の故事が引かれている
（
13）。
二七六
　
ここまで白居易の詩を見てきたが、白詩に「箕踞」が用いられる際、採用されるコンテクストの一つは、隠遁ある
いは隠者に対する憧れを描く、ということであり、それに従い、 「箕踞」は悪しきものとは認識されていない。　
隠遁というコンテクスト以外では、精神的な解放感を肉体で示すのに「箕踞」が用いられている。そ 場合でも、
「箕踞」は悪しきこととして用いてはない。　
また、 「箕踞」という語によって指示される意味を考えれば、前章で見た「礼」／「非礼」という認識はあまり表
に出されず、むしろ、 「礼」／「非礼」という対立を前提とした精神的な自由さ、解放感が前面に出されている。　
そして、いくつかの詩では、 「竹林七賢」の阮籍、嵆康が「箕踞」と共に引かれ、念頭に置かれていることが窺え
る。 「竹林七賢」 、とりわけ阮籍と嵆康に対する「箕踞」を用いた史書の描写は、彼らの「礼」や権力者に対する抵抗の姿勢を読み取ることができるが、白詩において、そのような抵抗の姿勢を読み取ることはできない。　
前章第一節の「箕踞」から読み取れる「中華」／「蛮夷」という枠組みを当てはめれば、 「箕踞 する人（＝白居
易）は蛮夷の人となってしまう。だが 前章第二節で見たように、 「箕踞」する人が必ず「蛮夷」なのではない。「礼」を知らない人が蛮夷なのであり、 「礼」を知っ いるはず のに「蛮夷」のような「非礼」を行うことが、 「礼」が支配する世界における白居易の精神的な解放を表しているのだろう。　
また、白詩において「箕踞」が用 られる際のコンテクストは、個人的な空間であり、公的な空間 はない。つま
り、本来、 「非礼」 様子とされる「箕踞」をあえて用いることで、解放感を表現しているのではないのだろうか。一見、善きこととして描かれてい ように見える「箕踞」は、 「礼」というコンテクストにおいて 悪しきことであるという認識 根本にあることで、個人的ないわゆる「閑適」という状況 おけ 解放感を示す詩語なのではないだろうか。さらに言えば、 「箕踞」とは、 「礼」／「非礼」の対立を前提 し 表現なのではないだろうか。　
本節で見た白居易の「箕踞」使用は、白居易独自の用い方なのだろうか。その点を確認する めにも、次節では、
白詩以外の唐詩に見られる「箕踞」を確認する。
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第二節
　
白詩以外の唐詩における「箕踞」
　
前節では、白居易の詩を確認した。埋田重夫氏の白居易の姿勢描写の考察
（
14）によれば、白居易はとりわけ姿勢描
写を多く描いた詩人で、他の詩人には、姿勢描写はあまり見られないと指摘されている。実際、白居易以外の詩人による「箕踞」は、各詩 に一首 みしか見られない。しかし、白居易の「礼」／「非礼」という対立を前提とした「箕踞」という詩語によって解放感を示す使用法が白居易のみに見られるものなのかを確認するため、それぞれの詩の中で、 「箕踞」がどのような意味で用いられているのか確認 ていく。　
まずは、李端「元注の林園に題す」である。
　　
謝家門館似山林， （謝家のようなお屋敷は山林のようであり、 ）
　　
碧石青苔滿樹陰。 （青い石や苔が木々の影に満ちている。 ）
　　
乳鵲眄巢花巷靜， （花の咲き乱れる路地は静まり鵲の小鳥が巣から睨むだけであり、 ）
　　
鳴鳩鼓翼竹園深。 （竹園は奥深く鳴鳩 翼を羽ばたかせる音が聞こえるだけである。 ）
　　
桔倚轉水兼通藥， （井戸の釣瓶は水を運びまた薬を作るのに用 られ、 ）
　　
方丈留僧共聽琴。 （方丈は僧侶たちを留め一緒に琴を聞いてい 。 ）
　　
獨有野人箕踞慣， （ただ私一人だけ 「箕踞」するのが習慣な野蛮人であり
　　
過君始得一長吟。 （あなたの所に来てやっと長吟して風流な人物らしくなれるのだ。 ）
　
この詩では、深遠な雰囲気の元注の林園の様を詠うが、そ 中にいる李端は自身が周囲の雰囲気に合ってないとい
う謙遜を「箕踞」で示し、そんな自分が友人である「君」の林園に来 こと よって吟詠する機会を得て、少 ばかり周囲の雰囲気に馴染めたことを言う。この詩で 「箕踞」は「野人」 行為として描かれており、謙遜に用いられる「箕踞」には、 「中華」／「蛮夷」という認識が読み取れ 。
二七八
　
次の詩は李賀「相勸酒」である。第十一～十八句を挙げる。
　　
臛蠵臛熊何足云， （亀のスープや熊のシチューなど取るに足らないものであり、 ）
　　
會須鐘飲北海。 （ただ必ず北海で杯を挙げ、 ）
　　
箕踞南山， （南山に「箕踞」し、 ）
　　
歌淫淫。 （盛んに歌い続け、 ）
　　
管愔愔， （簫笛を柔らか 響かせ、 ）
　　
橫波好送雕題金。 （美人の流し眼に会えば褒美に黄金をあげるべきだ。 ）
　　
人生得意且如此， （以上のようなものが人生が思い通りにいっている様子であり、 ）
　　
何用強知元化心。 （わざわざ世界を作る理を知る必要はない。 ）
　
この詩全体は、色々考えてばかりいないで、目の前の酒を飲もう、ということを詠っている。ここでは、人生得意
の場面の一つとして、 「礼」に縛られない精神的な解放感を示すために「箕踞」が挙げられている。また、 「南山」というところからすると、隠逸を意識していると考えられる。　　
次は、李敬方「黃山の湯院に題す（并序） 」である。第四十七、八句を挙げる
　　
汗洽聊箕踞， （全身に汗をかきしばらく「箕踞」し、 ）
　　
支羸暫虎蹲。 （四肢が痩せ衰えるがしばらく虎のようにうずくまる。 ）
　
この詩は、頭痛の療養のために黄山へ湯治に行った際を描いた詩であり
（
15）、 「箕踞」を用いることで、湯治の効果
で全身から汗が出て全身がほぐれた様を描く。病の治療という名分が、通常の状態ではないことから、 「礼 を順守
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しないことに対する弁解となっている。 「箕踞」を用いることで「礼」に拘らない様子を示しているが、それは、対句として用いられている「虎蹲（虎のようにうずくまる） 」の「虎」の字によって示される動物的な（礼によって道徳化されて ない）イメージから、精神的な解放感よりも「蛮夷」に近い認識を示し るのだろう（この詩では、随所に動物が用いられている
（
16）） 。
　
次は、來鵠「偶題二首」其の二である。
　　
水邊箕踞靜書空， （水辺で「箕踞」して静かに宙に思いを記し、 ）
　　
欲解愁腸酒不濃。 （その憂いを解こうとするが酒は憂いを解くほど濃くはない。 ）
　　
可惜青天好雷雹， （惜しいことに青空には ばしば雷や雹が降り、 ）
　　
只能驅趁懶蛟龍。 （ただ怠惰な蛟を追い払 だけである。 ）
　
この詩でも、 「箕踞」を用いることで、精神的な解放感を示している。第二句にて、酒によって愁いを解こうとし
ているところからすると、 「箕踞」も愁いを解くための一つの方法であり、精神的な負担を減らすもの して用いられている。　
次は、翁洮「方干先生に贈る」である。
　　
由來箕踞任天真， （もともと私は「箕踞」する無邪気 人間であったが、 ）
　　
別有詩名出世塵。 （詩によって名を知られ世の中に出てしまった。 ）
　　
不愛春宮分桂樹， （宮殿にて太子に連れ添うのは好みではなく、 ）
　　
欲教天子枉蒲輪。 （ 子にお願いし 迎えの車はご遠慮した。 ）
　　
城頭鼙鼓三聲曉， （街では鼓が三回鳴 夜明けを知らせ、 ）
二八〇
　　
島外湖山一簇春。 （島の外の湖や山は一群れの春となった。 ）
　　
獨向若耶溪上住， （独りで若耶山に向かい溪上に住めば、 ）
　　
誰知不是釣鰲人。 （鰲を釣る人ではないと誰が思うだろうか。 ）
　
この詩では、 「箕踞」を用いることで、 「礼」という枠組みから外れている自己を説明する。詩からは、隠遁を願
い、出仕を拒む意志が読み取れ、 「礼」の埒外にいることを望んでいるのだろう。　
次は、徐鉉「又光睦院に游ぶに和す」である。
　　
寺門山水際， （寺の門は山水のそばにあり、 ）
　　
清淺照孱顏。 （日の光に不揃いに照らされている。 ）
　　
客櫂晚維岸， （舟に乗って訪ねてきたが着くのが遅かったので、 ）
　　
僧房猶掩關。 （僧房はちょうど閉まっていた。 ）
　　
日華穿竹靜， （太陽の光は静謐な竹の間に間に射し、 ）
　　
雲影過階閒。 （雲の影は静かな階の上を動 く
　　
箕踞一長嘯， （素晴らしい景色を前に「箕踞」し 長嘯す ば、 ）
　　
忘懷物我間。 （外物と自己との区別を忘れ し う。 ）
　
この詩では、素晴らしい景色に囲まれ、リラックスしている様が「箕踞」で表現されている。舞台となる寺は俗世
を離れた領域であり、その点では、隠遁と同じコンテクストを持つ。 「箕踞」して長嘯し、物我を忘れると言えば、阮籍を思い浮かべるのは付会となるだろうか。　
しかし、次の王維「盧員外象と崔處士興宗の林亭を過ぐ」では、阮籍を念頭に置いているのは確かである。
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綠樹重陰蓋四鄰， （ここは青々とした木々が陰を重ねて周囲を覆っており、 ）
　　
青苔日厚自無塵。 （青い苔は日に日に厚くなるが塵一つない。 ）
　　
科頭箕踞長松下， （松の下で冠をつけず「箕踞」し、 ）
　　
白眼看他世上人。 （阮籍のように白眼でもって世俗の人々 見る。 ）
　
この詩では、 「白眼」という阮籍に関する語が用いられており、 「箕踞」する人物として、また自身を仮託する人物
として、阮籍が念頭に置かれている。素晴らしい雰囲気の林亭で、開放的な気分になっていることを、 「箕踞」を用いて描いているのだろう。　
以上、白詩以外 「箕踞」を用いた例を見てきたが、ほとんどの詩で、 「箕踞」は、精神的な解放感を表現するの
に用いられているほか、李端「元注の林園に題す」 、翁洮「方干先生に贈る」の二首は、解放感 どよりも、自己卑下や自身が「礼」の埒外にいることを示すために用いられており、ほとんどの用例が個人的な空間、つまり、白居易におけるいわゆる「閑適」の状況にて用いられており、 「箕踞」と う行為が悪しきことであるという認識を前提とした上での表現として用いられて 。　「はじめに」に挙げたように、 「箕踞」する人物として阮籍・嵆康はよく知られており、そして、白居易は「竹林七賢」を詩に詠う を好んだ詩人である
（
17）。この点も白居易に「箕踞」の使用例が多いことの一つの要因と考えられ
る。しかし、白詩以外の唐詩でも、 「箕踞」は詩語として用いられており、その使用法も、ほとんどの作品が「非礼」であること 前提としたも であ 。つまり 唐代 おいて、 「箕踞」という語は、精神的な解放感を示す詩語として成立していると判断され 。　「箕踞」という行為が『礼記』 て「非礼」と規定されてから、 「蛮夷」の人物を描くための語として用いられ お
二八二
り、行動から「中華」と「蛮夷」を分かつものであった。そして、 「中華」／「蛮夷」という次元とは異なる次元において、 「礼」に則らない人物を批判的に描く にも用いられるようになる。このような時期に「箕踞」する人物として描かれることは、 「礼」の支配する世界において、非常に不名誉なことであったはずである。　
しかし、詩作においては、 「礼」の支配する「公」という世界とは異なる、詩人の「私」という世界が舞台として
採用されるようになるにつれ、 「礼」の埒外にいる人物を「方外の士」として許容する雰囲気が醸成され、 「箕踞」という語から「竹林七賢」に見 る に抵抗するという姿勢が薄まり、公的な場面では決してしないであろ「箕踞」を、私的なコンテクストにおいて、表現として用いるようになったのだと考えられる。
おわりに
　
拙稿では、 「箕踞」が用いられる際に見られる二つの段階的な認識（ 「中華」／「蛮夷」 、 「礼」／「非礼」 ）を確認
し、唐詩において、その認識を越えた、それまで悪しきこと して用いられていた「箕踞」が 善きこととして用いられているように見えることを確認した。　「礼」の世界に生きる人がさげすむ「箕踞」を行うことができるということは、それだけ「礼」から自由な空間であることを意味する。その意味で「箕踞」を表現として用いるというこ は、詩人の私的な空間における解放感・自由さを強調すると うことである。つまり、 礼」の支配する「官」という世界と、そ 対するいわゆる「閑適」という世界とのギャップを表す上で 「箕踞」が 非礼」であればあるほど最適な表現とな 。唐詩において何例か見られたように、 「箕踞」が阮籍や嵆康とゆかりがあ ゆえ おさ そうであったのだろう。（
1）　『世説新語』からの引用は、すべて劉義慶撰、劉孝標注、朱鑄禹彙校集注『世説新語彙校集注』 （上海古籍出版社、二〇〇二年一二月、第一版）を用いる。
「箕踞」の変遷（河野）

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（
2）　『文選』からの引用は、すべて胡刻本を用いる。
（
3）　『十三経注疏』 （藝文印書館、中華民国六二年五月、五版） 。
（
4）　
郭慶藩撰、王孝魚点校『荘子集釈』 （新編諸子集成、北京、中華書局、一九八九年一〇月、第五刷） 。
（
5）　
汪少華氏「古人的坐姿与座次」 （ 『南昌大学学報（人社版） 』
V
ol. 三〇、
N
o. 三、一九九九年） 、曹硯農氏「中国古代坐法与礼
儀文化」 （ 『湖南師範大学社会科学学報』第二六巻、一九九七年） 、鄧聯合氏「 〝箕踞〟的思想文化解析」 （ 『中国哲学史』 、二〇一三年第二期） 。
（
6）　
拙稿では、 「アウトサイダー」という語によって、 「中華」の内部にありながらも 「礼」に従わない行為を行った人物を表
現する。ゆえに、同様に「礼」に従わない、というよりも、 「礼」による「道徳化」を経ていない「蛮夷」の人々とは、分けて考える。
（
7）　「二十四史」からの引用は、すべて中華書局版を用いる。
（
8）　『後漢書』 「南蠻傳」に「巴郡南郡蠻，本有五姓：巴氏，樊氏，憎氏，相氏，鄭氏。皆出於武落鍾離山。其山有赤黑二穴，巴氏之子生於赤穴，四姓之子皆生黑穴。未有君長，俱事鬼神，乃共擲劍於石穴，約能中者，奉以為君。巴 子務相乃獨中之，眾皆歎。又令各乘土船，約能浮者，當以為君。餘姓悉沈，唯務相獨浮。因共立之，是為廩君。 」とある
（
9）　
黄暉撰『論衡校釋附劉盼遂集解』 （新編諸子集成、北京、中華書局、一九九〇年二月、第六刷） 。
（
10）　『四庫全書』 （史部七、傳記類三、總錄之屬） 。
（
11）　
唐詩の引用はすべて、 『全唐詩』による。
（
12）　
洛陽の伊闕山中の地名。
（
13）　
十句目の「蘇門長嘯時」は 阮籍が出会った孫登を意識している可能性がある。 『世說新語』 「棲逸 十八」では、 「阮步兵
嘯，聞數百步．蘇門山中，忽有真人，樵伐者咸共傳說。阮籍往觀，見其人擁膝巖側．籍登嶺就之，箕踞相對．籍商略終古，上陳黃、農玄寂之道，下考三代盛德之美，以問之，仡然不應．復敘有為之教 棲神導氣之術以觀之，彼猶如前，凝矚不轉．籍因對之長 ．良久，乃笑曰： 『可更作． 』籍復嘯．意盡，退，還半嶺許，聞上然有聲，如數部鼓吹，林谷傳響．顧看，迺向人嘯也． 」となっている。しかし、この記述の中で、 「箕踞」を用いて描写されているのは阮籍であり、詩中での「箕踞」 厳光」「蘇門長嘯」という三者の連想を踏まえれば、念頭に置かれているのは阮籍であると思われる。
（
14）　
埋田重夫氏「白居易と姿勢描写
　―
　視点の下降が意味するもの
　―
　」 （ 『中國文學硏究』二十一期、一九九五年） 。
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（
15）　
序に「敬方以頭風癢悶。大中五年十二月，因小恤假內，再往黃山浴場，題四百字。 」とある。
（
16）　
詩中に、龍、鶯、馬、虎、象、沙麂、石猿、鵷などが見られる。
（
17）　
白居易にとって「竹林七賢」がどのような存在であったかについては、すでに中尾健一郎氏が考察している。中尾健一郎氏
「洛陽時代の白居易と魏晉の士人
　―
　『竹林七賢』を中心に」 （ 『中唐文学会報』第十八号
　
二〇一一年） 。
